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よる異なる被害が起こる。1959 年から 2012 年まで韓国の周辺を通過した台風の個数は

















第 1 章（Introduction）は、本研究の背景と目的を示している。 
 
第 2 章（Hindcasting of historical storm surge events in the Korean Peninsula）





第 3 章（Bias Correction of Simulated Storm Surge Height considering Coastline 
Complexity）では、 海岸線の地形特性（以下、地形複雑度）を考慮して、高潮の計算
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第 4 章（Assessment of Uncertainties of Projection of Typhoons and Storm Surge 
Heights under Future Climate based on Ensemble Experiments with Multi-SST and 










第 5 章（Projection of Future Storm Surges based on Mega Ensemble Experiments using 







第 6 章（Conclusion）では、本研究の成果を総括的にとりまとめ結論としている。 
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第 1 章では、本研究の背景と目的を示した。 


















第 5 章では、気象庁の全球気候モデルを用いた将来気候 5000 年を越える長期積分を
行った大規模なアンサンブル実験の結果をもとに台風と高潮の長期変化について解析
を行った。まず台風データを解析し、全球気温 4 度上昇条件のもとでおこる韓国沿岸の
高潮の将来変化の予測を行った。ついで高潮の長期積分を行い、その結果をもとに、
トレンドを含みかつ予測期間の短い地球温暖化シナリオ実験では評価の難しい高潮の
長期的な再現頻度の将来変化特性を検討した。また、得られた予測結果をもとに、将来
気候において脆弱が増す韓国の地域を推定した。 
以上のように、本論文は、韓国および東アジアにおける台風および高潮の将来変化の
長期予測を行っており、学術上、実際上寄与するところが少なくない。よって、本論文
は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成２９年７月３１日、
論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期課程学位取得
基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。  
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